
 

第４ 次苓北町地域福祉計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５ 年３ 月 

熊本県苓北町 

苓北町社会福祉協議会 



■ 目       次 ■ 

 

第１ 章 計画策定にあたり  ........................................................................................................................... １  

１ ． 計画策定の背景 ........................................................................................................................................... １  

２ ． 地域福祉計画策定の基本的な考え方 ................................................................................................ ４  

３ ． 地域福祉計画の位置付け ........................................................................................................................ ５  

４ ． 地域福祉計画の期間・ 計画の見直し  ................................................................................................ ６  

 

第２ 章 町の地域福祉の状況 ...................................................................................................................... ７  

１ ． 地域福祉を取り 巻く 状況 ........................................................................................................................ ７  

２ ． 地域福祉に関する 住民意識・ 課題 ..................................................................................................... ９  

３ ． 取り 組みの進捗状況............................................................................................................................... 1 ４  

 

第３ 章 計画の基本理念と 基本目標 ..................................................................................................... 1 ７  

１ ． 計画の基本理念 ........................................................................................................................................ 1 ７  

２ ． 計画の基本目標 ........................................................................................................................................ 1 ８  

 

第４ 章 計画の施策の展開 ........................................................................................................................ 1 ９  

１ ． 施策の体系 .................................................................................................................................................. 1 ９  

２ ． 施策の展開 ................................................................................................................................................ ２ １  

基本目標１  と も に助け合い、 支え合う 地域づく り  ......................................................... ２ １  

基本施策１  地域福祉に関する 住民参加の促進 .............................................................. ２ １  

基本施策２  地域福祉を支える 団体と の連携 ................................................................... ２ ４  

基本施策３  地域福祉の担い手づく り  ................................................................................. ２ ５  

基本目標２  適切に福祉サービス を提供する ための仕組みづく り  ............................. ２ ７  

基本施策１  福祉サービス の基盤整備 ................................................................................. ２ ７  

基本施策２  安心し てサービ ス を利用でき る 仕組みづく り  ...................................... ２ ９  

基本目標３  誰も が安心し て生活でき る ま ちづく り  ......................................................... ３ １  

基本施策１  地域資源の有効活用 ........................................................................................... ３ １  

基本施策２  要支援者・ 要配慮者への支援体制 .............................................................. ３ ３  

 

第５ 章 計画の推進に向けて .................................................................................................................. ３ ５  

１ ． 計画の推進 ................................................................................................................................................ ３ ５  

２ ． 計画の進捗状況・ 評価  ................................................................................................................... ３ ５  

 

資料編 ................................................................................................................................................................. 3 ７  

地域福祉計画策定委員会設置要綱・ 名簿 .................................................................................................. 3 ７  

用語解説 ..................................................................................................................................................................... 3 ９  



 

 - 1 -

第１ 章 計画策定にあたり  

１ ． 計画策定の背景 

（ １ ） 地域福祉と は 

子ども から 高齢者ま で、 男性も 女性も 、 障がいのある 人も ない人も 、 すべての人々

が住み慣れた家庭や地域の中で、 安心し て、 いき いき と 自立し た生活を送る こ と を願

い、 地域住民、 行政、 事業者、 各種団体など が協働し て、 地域全体の生活課題を 解決

し ていく 取り 組みを 「 地域福祉」 と いいま す。  

ま た、 社会福祉法第１ 条で「 地域における 社会福祉」 を「 地域福祉」 と 規定し 、 同

第４ 条において、 地域住民等は「 地域福祉の推進に努めなければなら ない」 と 明言さ

れていま す。  

 

（ ２ ） 地域福祉の必要性 

  少子高齢社会が進む我が国では、 厳し い経済情勢の中、 国民の意識や価値観さ ら に

は生活課題が多様化し 、 社会状況が大き く 変化し ていま す。 本町においても 例外では

なく 、 少子高齢化の波は、 国、 県よ り いち早く 進んでいる 一方で、 かつての伝統的な

家庭や地域の相互扶助機能は弱体化し 、 地域のつながり が希薄化する など、 地域社会

も 変容し 、 地域の福祉課題はよ り 一層複雑化し てき ていま す。  

  今ま での福祉行政は、 高齢者や障がいのある 人、 経済的に困っ ている 人など 限ら れ

た人へのサービス が制度上進めら れてき ま し たが、 こ のよ う な従来型の行政が提供す

る サービ ス だけでは、 複雑化し た地域の福祉課題に対応する こ と ができ なく なり つつ

あり ま す。  

  こ れから は、 行政をはじ め住民や、 事業者、 各種団体など 地域を構成する すべての

人々が、 生活の拠点である 地域の中で連携を図り 、 それぞれの役割を果たし ながら 地

域のあら ゆる 課題を 解決し ていこ う と する 積極的な行動、 つま り 「 地域福祉」 の実現

が必要と なっ てき ま す。  
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（ ３ ） 計画の法制上の定義 

  近年の福祉の動向を見てみる と 、 平成２ 年福祉八法の改正以降、 住宅サービス の法

制化、 措置権の市町村への移譲に伴う 保健福祉サービ ス の一元化や、 高齢者、 障がい

のある 人、 児童各分野における サービス の計画化など によ り 、 地域住民の生活に密着

し た保健福祉サービ ス の提供体制の基盤づく り が市町村で進めら れてき ま し た。  

そのよ う な中で、 平成１ ２ 年６ 月に、 社会福祉事業法が社会福祉法へと 改正・ 改称

さ れま し た。 こ の社会福祉法においては、 地域に即し た創意と 工夫によ る 総合的な福

祉サービ ス の実施、 福祉サービ ス に対する 地域住民の理解と 協力が定めら れる など 、

「 地域福祉の推進」 が明確に位置づけら れる よ う になり ま し た。  

さ ら に、 社会福祉法第４ 条に地域福祉に関する こ と 、 第１ ０ ７ 条では市町村地域福

祉計画の規定、 第１ ０ ８ 条では都道府県地域福祉計画の策定の規定が設けら れま し た。 

 

 

○ 社会福祉法  第１ ０ ７ 条  平成３ ０ 年４ 月１ 日施行 

（ 市町村地域福祉計画）  

第百七条  市町村は、 地域福祉の推進に関する 事項と し て次に掲げる 事項を 一体的に定め

る 計画（ 以下「 市町村地域福祉計画」 と いう 。） を策定する よ う 努める も のと する 。  

 

一 地域における 高齢者の福祉、 障害者の福祉、 児童の福祉その他の福祉に関し 、  

共通し て取り 組むべき 事項 

二 地域における 福祉サービス の適切な利用の促進に関する 事項 

三 地域における 社会福祉を目的と する 事業の健全な発達に関する 事項 

   四 地域福祉に関する 活動への住民の参加の促進に関する 事項 

   五 地域生活課題の解決に資する 支援が包括的に提供さ れる 体制の整備に関する 事項 

２  市町村は、 市町村地域福祉計画を 策定し 、 又は変更し よ う と する と き は、 あら かじ め、 

地域住民等の意見を 反映さ せる よ う 努める と と も に、 その内容を公表する よ う 努める  

も のと する 。  

３  市町村は、 定期的に、 その策定し た市町村地域福祉計画について、 調査、 分析及び評価       

  を行う よ う 努める と と も に、 必要がある と 認める と き は、 当該市町村地域福祉計画を 

   変更する も のと する 。  
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○ 社会福祉法  第１ ０ ６ 条の３   平成３ ０ 年４ 月１ 日施行 

（ 包括的な支援体制の整備）  

  市町村は、 次に掲げる 事業の実施その他の各般の措置を通じ 、 地域住民等及び支援 

関係機関によ る 、 地域福祉の推進のための相互の協力が円滑に行われ、 地域生活課題 

の解決に資する 支援が包括的に提供さ れる 体制を整備する よ う 努める も のと する 。  

 

一 地域福祉に関する 活動への地域住民の参加を促す活動を 行う 者に対する 支援、  

地域住民等が相互に交流を 図る こ と ができ る 拠点の整備、 地域住民等に対する  

研修の実施その他の地域住民等が地域福祉を推進する ために必要な環境の整備 

に関する 事業 

 

二 地域住民等が自ら 他の地域住民が抱える 地域生活課題に関する 相談に応じ 、 必要 

な情報の提供及び助言を行い、 必要に応じ て、 支援関係機関に対し 、 協力を 求め 

る こ と ができ る 体制の整備に関する 事業 

 

三 生活困窮者自立支援法第二条第二項に規定する 生活困窮者自立相談支援事業を行 

う 者その他の支援関係機関が、 地域生活課題を 解決する ために、 相互の有機的な 

連携の下、 その解決に資する 支援を 一体的かつ計画的に行う 体制の整備に関する  

事業 

 

２  厚生労働大臣は、 前項各号に掲げる 事業に関し て、 その適切かつ有効な実施を図る ため 

必要な指針を 公表する も のと する 。  
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２ ． 地域福祉計画策定の基本的な考え方 

本町において、「 第８ 期高齢者福祉計画、 介護保険事業計画」、「 第３ 期障がい者計画・ 第

６ 期障がい福祉計画・ 第２ 期障がい児福祉計画」、「 第２ 期子ど も ・ 子育て支援事業計画」 な

ど 、個別の事業計画を策定し 、様々なサービ ス や各種施策を展開し ながら 、福祉の増進を図

っ てき ま し た。  

  し かし 、 歯止めのかから ない少子高齢化の進展や介護疲れ、 育児不安、 ひき こ も り 、 子ど

も や高齢者への虐待、 景気の長期低迷を 背景と し た雇用不安など 様々な社会問題が増加し

ており 、本町においても 例外ではあり ま せん。平成２ ８ 年４ 月には熊本地震が発生し 、あら

ためて地域コ ミ ュ ニティ の必要性が再認識さ れている 中、 今後災害時における 要支援者・

要配慮者への支援のあり 方も 重要な課題と なっていま す。  

こ う し た状況に対応する ため、 福祉分野では度重なる 制度改正が行われており 、 高齢者

福祉、 障がい者福祉、 児童福祉等において様々な取り 組みが進めら れていま す。  

  本町では、 平成１ ９ 年３ 月に、 自助・ 共助・ 公助の一体化を基本的なス タ ンス と し た「 第

１ 次苓北町地域福祉計画」（ 表１ -１ 参照） を策定し ま し た。こ の計画に基づき ボラ ンティ ア

活動の促進や地域づく り に取り 組み、 各種福祉サービス の提供などを 推進し てき ま し た。

その後、 平成２ ５ 年 3 月に第 2 次計画を、 平成３ ０ 年３ 月に第３ 次計画を 策定し ま し た。

こ のよ う な状況の中、 第３ 次計画が令和４ 年度に終了する こ と から 、 地域の課題を 明ら か

にする と と も に、 こ れま での取り 組みを さ ら に強化し 、 地域福祉の推進を 図る こ と を 目指

し 、「 第４ 次苓北町地域福祉計画（ 以下「 本計画」 と いう 。） を 策定し ま す。  

 

地
域
福
祉
計
画

共助：行政との共同
作業

共 助

公助：行政のサービス

公 助

自助：地域・住民
自身の努力

自 助

幸せな生活を実現し幸せな生活を実現し
持続するために持続するために

介護保険事業計画・次世代育成支援計画
・障害福祉計画等の個別事業計画

地
域
福
祉
計
画

地
域
福
祉
計
画

共助：行政との共同
作業

共 助

共助：行政との共同
作業

共 助共 助

公助：行政のサービス

公 助

公助：行政のサービス

公 助公 助

自助：地域・住民
自身の努力

自 助

自助：地域・住民
自身の努力

自 助自 助

幸せな生活を実現し幸せな生活を実現し
持続するために持続するために

幸せな生活を実現し幸せな生活を実現し
持続するために持続するために

介護保険事業計画・次世代育成支援計画
・障害福祉計画等の個別事業計画

介護保険事業計画・次世代育成支援計画
・障害福祉計画等の個別事業計画

表１ -１  
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３ ． 地域福祉計画の位置付け 

  「 本計画」 は、「 苓北町振興計画： 第７ 次基本構想・ 第１ ３ 期基本計画」 と 保健福祉部門

の個別計画（ 高齢者福祉計画、 介護保険事業計画、 障がい者計画、 子ど も ・ 子育て支援計画

等） と の中間に位置し ている こ と から 、 地域福祉を 推進する ための基本理念や取り 組みの

方向性を 定め、 地域において福祉を 総合的に推進する 基本計画です。（ 表１ -２ 参照）  

  なお具体的な取り 組みの内容については、 毎年度策定する 苓北町振興計画実施計画や、

個別の福祉分野については別途策定し ている 各分野の個別福祉計画に委ねる こ と と し 、 こ

れら の計画と 整合性を図っ て策定し ま す。本計画は、社会福祉法第１ ０ ７ 条に基づく「 市町

村地域福祉計画」 と し て位置付けら れま す。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ -２  

第４ 期熊本県 

地域福祉支援計画 
地域福祉活動計画 地域福祉計画 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

障

が

い

者

計

画 

障

が

い

福

祉

計

画 

介

護

保

険

事

業

計

画 

高

齢

者

福

祉

計

画 

苓北町振興計画 

（第７次基本構想・第１３期基本計画） 

ま ちづく り 関連計画等 

・
環
境
基
本
計
画 

・
地
域
防
災
計
画 

・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン 

・
教
育
基
本
計
画 

・
住
宅
マ
ス
タ
勖
プ
ラ
ン 

な
ど 



 

 - 6 -

４ ． 地域福祉計画の期間・ 計画の見直し  

本計画の期間は、 令和５ 年度から 令和９ 年度ま での５ 年と し 、 計画の期間内においても 地域

の実情の変化等によ り 、 見直し の必要が生じ た場合は見直すこ と と し ま す。（ 表１ -3 参照）  

 

 

＝計画期間及び見直し について＝ 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度 令和８ 年度 令和９ 年度 

計 画 策 定       

計 画 期 間       

計画見直し   必要に応じ て、 適宜行う  

 

 

 

 

表１ -3  
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第２ 章 町の地域福祉の状況 

１ ． 地域福祉を 取り 巻く 状況 

（ １ ） 苓北町の現状 

本町の地域福祉を取り 巻く 現状は次のと おり です。（ 表２ -１ 参照）  

平成３ ０ 年から 令和４ 年ま での人口推移を 見てみる と 、毎年減少傾向にあり 5 年間

で全人口は７ ６ ９ 人減少し ていま す。         

ま た、 高齢者人口は１ ０ 人増加し ており 、 １ ５ 歳未満の年少人口は１ ６ ３ 人減少し

ており 、 少子高齢化はま すま す進んでいま す。（ 表２ -２ 参照）  

（ 令和４ 年 1 0 月 1 日現在）  

総人口 ６ ， ５ ２ ９ 人 ひと り 親世帯数 ７ ８ 世帯 

世帯数 ３ ， ０ １ ３ 世帯 民生・ 児童委員数 ２ ６ 人 

6 5 歳以上人口 ２ ， ８ ８ ７ 人 ボラ ンティ ア団体数 ４ 団体 

6 5 歳以上構成比 ４ ４ ． ２ ％ Ｎ Ｐ Ｏ 法人数 ４ 法人 

1 5 歳未満人口 ６ ３ ８ 人 介護保険施設数 ５ 施設 

1 5 歳未満構成比 ９ ． ７ ％ 認知症グループホーム  ２ 施設 

生活保護世帯数 ２ ４ 世帯 小規模多機能ホーム １ 施設 

要介護認定者数 ４ ９ ０ 人 住宅型有料老人ホーム １ 施設 

身体障がい者数 ４ １ ７ 人 障がい者施設数 ４ 施設 

知的障がい者数 ７ ４ 人 保育所 ６ 園 

精神障がい者数 １ ０ ７ 人 学童保育所 ６ 園 

※身体・ 知的・ 精神障害者数は手帳所持者の数  ※その他福祉施設は養護老人ホームと 老人福祉センタ ー      

 

年齢区分別人口の推移（ 住民基本台帳： 各年 1 0 月 1 日現在単位： 人）  

 

 

 

 

 

 

 

 

※年少人口→0 ～1 4 歳以下 生産年齢人口→1 5 ～6 4 歳以下 老年人口→6 5 歳以上 

表２ -１  

表２ -２  

801 754 725 705 638

3620 3514 3376 3169 3004
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（ ２ ） 将来人口推計 

令和２ 年度から 令和７ 年度ま での５ 年間で総人口の推計は、 7 2 1 人減少する 見込み

です。  

生産年齢人口（ 1 5 ～6 4 歳） と 、 年少人口（ 0 ～1 4 歳） は減少傾向にあり 、 生産年

齢人口割合は、平成 3 0 年以降 5 0 ％を 下回り 、令和 2 2 年には 4 0 ％程度になる と 推

計さ れま す。  

6 5 歳以上の高齢者人口は、 2 ,8 0 0 人前後で推移し ていま すが、 令和 1 2 年以降は

高齢者人口も 減少し 、令和 2 2 年には 2 ,0 0 0 人近く にま で減少する と 推計さ れま す。  

高齢化率は、 令和２ 年度 4 1 .5 ％から 令和７ 年度は 4 5 .2 ％と 推計さ れ、 その後も 上

昇し 、 令和 2 2 年には 5 0 ％を 上回る と 推計さ れま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年少人口→0 ～1 4 歳以下 生産年齢人口→1 5 ～6 4 歳以下 老年人口→6 5 歳以上 

出典： 独自推計（ 令和３ 年～令和 2 2 年）  

※令和３ 年以降は、 平成 2 8 年～令和２ 年の苓北町統計の推移を基に、 コ ーホート 変化率法を用いて独自に算出。  
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２ ． 地域福祉に関する 住民意識・ 課題 

計画策定の基礎資料と し て、 次の会議を実施し ま し た。  

（ １ ） 苓北町民生委員・ 児童委員協議会定例会の開催 

苓北町民生委員・ 児童委員協議会で委員の皆さ んよ り 、 本計画の策定に向けて、 意見を

と り ま と めま し た。  

 

   ◆参加対象者 

    民生委員・ 児童委員 ２ ２ 名から 聴取 

   ◆内容 

 

 期     日 時 間 主  な  内  容 

第 1 回 令和４ 年１ １ 月４ 日 1 ４ ： ０ 0 ～ 

 苓北町にある 資源、不足し ている も の抽

出 

課題解決のための短期・ 中期・ 長期目

標設定   

 

◆苓北町にある 資源は何でし ょ う か 

   医療 病院 ・ 猪口医院（ 訪問診察）  

            ・ 苓北ク リ ニッ ク （ 訪問診察・ 訪問リ ハビリ ・ 送迎）  

            ・ 天草慈恵病院（ 入院・ 訪問診察・ 訪問看護・ 訪問リ ハビリ ・ 送迎）  

            ・ 苓北医師会病院（ 入院・ 送迎）  

            ・ はま ゆう 療育園 

歯科 ・ 荒木歯科 ・ 青砥歯科 

調剤薬局（ 薬品店）  ・ サイ カイ 薬局・ 苓北薬局・ あべ薬局 

・ 宮﨑薬品・ 民生堂・ アタ ッ ク ス  

 

介護 施設 ・ 慈恵苑（ 老健、 デイ ケア、 ショ ート ）  

・ 楽洋の里(特養、 デイ サービ ス 、 ショ ート 、 個室) 

・ 梧葉苑(地域密着特養、 個室) 

・ 臥龍園(老健、 デイ ケア、 ショ ート 、 ２ ～４ 人部屋) 

・ 菜の花(グループホーム、 個室) 

・ はる かぜ（ 地域密着小規模多機能、 個室）   

・ ひま わり (グループホーム、 個室) 

・ 耳赤庵 

・ 和（ 住宅型有料老人ホーム）  

・ 介護医療院 

訪問介護 ・ Ｊ Ｃ Ｓ ２ ４   ・ Ｊ Ａ れいほく      

 

福祉 ・ 苓龍苑  ・ 更生園  ・ 整肢園  ・ はま ゆう 療育園   

・ 保育園（ ６ 園）  ・ 老人福祉センタ ー  ・ グループホーム き ら めき  ・ すばる  
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・ 新ふれあい館 ・ 苓北支援学校  ・ 老人会（ ク ラ ブ連合会）   ・ 女性の会 

・ 社会福祉協議会（ 地域包括支援セン タ ー、 シルバー人材セン タ ー、 サロ ン 、     

権利擁護事業）  

・ 苓北町役場（ 福祉保健課）   ・ 民生委員児童委員協議会 

・ 地域の縁がわ（ 坂公、岡野商店、新ふれあい館、茶ろんなごみ、海辺のよ り みち）  

          ・ サロ ン（ 坂瀬川、 馬場、 城下、 上津深江、 富岡、 都呂々）    

・ 食生活改善推進協議会 

・ ボラ ンティ ア協議会  ・ 認知症カフェ （ く れよ ん）   ・ ひま わり の家          

・ 福祉用具購入費補助  ・ 住宅改修費補助  ・ 緊急電話  ・ ハリ き ゅ う 券 

・ 買い物や美容室等送迎サービス   ・ タ ク シー券  ・ 配食サービ ス  

・（ 障がい） 相談支援事業所 

 

◆苓北町には何が足り ないでし ょ う か 

  ○施設の充実 

産婦人科等診療科目のない病院、 高齢者住宅、 精神障害者施設、 ひと り 暮ら し 対象のグルー

プホーム、 誰でも 泊ま れる ショ ート ス テイ 施設、 町営住宅、 娯楽施設、 美容・ 理容室等 

  ○移動手段の充実 

  福祉（ 車椅子対応等） タ ク シー、 巡回バス 、 通院・ 買い物等送迎 

  巡回バス の範囲を広げる 。 時間にも 考慮が必要。 時刻表も 見やすく する 。  

  ○在宅医療・ 介護の充実 

往診・ 訪問歯科・ 訪問調剤・ 訪問介護・ 訪問看護・ 訪問リ ハビ リ   

 ○在宅福祉（ 通所） サービス の充実 

２ ４ 時間見守り サービス・ 訪問入浴サービス・ 食事援助（ ミ キサー食）・ 認知症対応型の通所

サービ ス  

○２ ４ 時間対応サービス ・ 夜間サービス  

○サロ ン（ 通いの場） の充実 

老人が集う （ 誰かの目がある ） 場所、 高齢者と 子ども が一緒に過ごせる 場所 

○ちょ っと し たこ と を頼める 所、 すき ま を 埋める サービス  

ゴミ の分別、 ゴミ 出し 、 買い物、 窓ふき 、 溝掃除、 商品の配達等 

１ ０ ０ 円単位の金を 出し てでも  

ボラ ンティ ア（ 若い人のボラ ンティ アグループ、 電気に詳し い人など ）  

○人材不足（ 人材を 育成する 機関・ 機会・ 場所）、 人員不足の解消 

○地域ぐ る みの支援体制、 支え合い 

○病院、 施設間の連携 

○事務の改善 

事務手続の代行、 手続時間の短縮、 介護の制約の緩和 

○情報の共有 

行政、 民生委員、 地区の方等 

○情報提供の充実 

福祉・ 介護に対する Ｐ Ｒ 、 相談窓口、 介護用品、 施設の紹介 

○相談窓口の充実 

何でも 相談でき る 所、 オープンな窓口 

相談窓口を定めてある と 、 わから ないこ と を尋ねやすい。  

○介護保険を 受けなく ていいよ う に事前に支援する 仕組み 

 

○生活が苦し い人はサービ ス が使えない 

○町の貸し 出し 、 レ ンタ ルの充実 

  ○学習機会の提供 学習塾の充実 パソ コ ン教室の開講  
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テーマ： 高齢者が在宅で生活を続けていく ために必要なこ と  

◆将来ど のよ う な在宅生活を 送り たいですか 

○健康第一。 元気に過ごし たい。 自分の足で歩き たい。 認知症になら ないよ う にし たい。  

○寝たき り になら ないで、 最後はあっさ り 死にたい。 ピンピ ンコ ロ リ が理想。  

○家族と 一緒に過ご し たい。  

○障がいがあっても 家で暮ら し たい。  

○生き がいを 見つけたい。 趣味を生かし たい。 趣味を 持ちたい。  

○人を助ける こ と ができ 、 ま た助けても ら える よ う になり たい。  

○社会や地域に関わっていける よ う な生活がし たい。 誰か、 何かの役に立ちたい。  

○家族の中で役割を 持っていき たい。  

○家族、 子ど も に迷惑をかけずに過ごし たい。 人の世話になら ず、 自分の力で生活し たい。  

○子ど も に迷惑をかけないよ う に施設に入り たい。 施設で気楽に過ごし たい。  

○年金をも ら いながら 畑仕事をし たい。 体づく り ができ る 場所に行き たい。  

○話し 合える 仲間、 茶飲み友達をたく さ ん作り たい。  

○近所の人と のつき あいを 大切にし たい。  

○車の運転ができ なく なっ ても ， 送迎サービス を利用し て買い物や病院に行き たい。  

○在宅でいろいろなサービ ス 、 支援を受けて暮ら し たい。  

○急に困った時相談する 人、 場所がわかる 。 相談し やすい所がほし い。  

 

◆そのために必要なこ と は何ですか？考え方、 仕組み、 施設など  

○予防的医療、 介護のためま めに健診を受ける 。  

○ラ ジオ体操等に行き 、 ス タ ンプが集ま れば何かも ら える よ う なシス テム。  

○送迎シス テムの構築（ 巡回バス 、 介護タ ク シー、 買い物、 病院受診）  

○訪問サービ ス の充実（ 薬局が薬の配達、 食料品等の配達、 散髪）  

○ゴミ の分別サービ ス （ シルバーヘルパーや女性の会）  

○店で車椅子でも 買い物ができ る よ う な案内人の配置 

○学校給食を 利用し た食事の提供 

○在宅サービ ス の整備（ ２ ４ 時間対応）  

○病院の体制整備（ ２ ４ 時間受入、 往診、 主治医以外でも 往診が受けら れる ）  

○気軽にショ ート ス テイ が利用でき る 体制の整備（ 制度外、 すぐ に、 数を増やす）  

○温泉センタ ーに介護職のス タ ッ フ がいる と 利用し やすい。  

○手伝ってほし い人、 手伝いたい人を橋渡し する シス テム。 ボラ ンティ アの窓口。  
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○介護保険などサービス につながる ま での間のサービ ス  

○安否確認のための巡回。 元気老人が一人暮ら し 家庭を。 近所の人が声かけを。  

○おし ゃべり 、 楽し み、 運動など でき る 場所、 機会の確保（ 生き 生き サロ ン、 地域の縁がわ） 

○施設の開放（ 制度、 お金が問題）  

○具体的な窓口を見やすく 、 わかり やすく 住民に伝える 。 支援の内容を周知する 。  

○家族（ 負担のある 人） の集ま り を つく る 。 集ま り にサポート する 人をつく る 。  

○介護認定方法の見直し 。 介護保険利用限度額の撤廃。  

○地区活動比べで表彰し ても ら う 。  

○何と かし よ う と 考える 人が集ま る 。  

○区長、 民生委員、 議員の協力を得る 。  

○低所得者専用の住宅。 高齢者が共同生活でき る 施設の整備。  

○病院、 地域と の交流 

 

◆ま ずは何ができ ま すか 

○自分のでき る こ と に参加する 。  

○サーク ル活動に若い頃から 参加する 。 予防が大事なので６ ０ 歳代から 。  

○病院食の紹介(減塩、 糖尿) 

○歩いて行ける 範囲での縁がわづく り  

○近所と のつき あいを親密にする 。  

○近所の人に自分の状態を 伝える 。（ 旗を立てる など ）  

○支え合う 、 連携を と り やすいシス テムを 作る 。  

○男の人の教室を開く 。（ 定年し た人をリ ーダーに養成し 、 生き がいにつなげる ）  

○サロ ンを充実さ せる （ 送迎、 利用料を無料に、 数を 増やす、 巡回する 、 部落単位で）  

○地域の行事をつく り 顔見知り になる 。 話し 相手をつく る 。  

○行政がはいっていろいろ な意見を 聞く 。  

○ニーズを探る 。 高齢者の方達は何を求めている のか。  

○病院や事業所から サロ ン への指導者の派遣 

○勉強会の開催（ 認知症、 介護保険、 介護の仕方）  

○何か困った時相談にのっ てく れる 所をつく る 。  

○デイ ケア終了後の見守り を考える （ 地域で行う 。 児童と 一緒にいる 。 時間を延ばす。）  

○高齢者と 保育園、 学校と の交流を 図る 。（ 物作り の機会など をつく る ）  

○健康体操など、 ま ず自分で体を作る こ と を続ける 。  
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 （ ２ ） 地域福祉計画策定委員会の開催 

地域福祉計画策定にあたり 広く 住民の意見を 聴取する ため地域福祉計画策定委員会を

設置し 、 医療保健等関係者、 福祉関係者、 社会福祉団体関係者、 地域住民の代表者１ １ 名

を 委嘱し 、 意見を出し ていただいた。  

 

    ◆地域福祉計画策定委員会 

 期     日 時 間 主  な  内  容 

第 1 回 令和５ 年３ 月 ２ 日 1 ５ ： 3 0 ～ 第４ 次地域福祉計画（ 素案） について  

第２ 回 令和５ 年３ 月２ ７ 日 1 ５ ： 3 0 ～ 第４ 次地域福祉計画案について 

 

◆第１ 回会議で出た意見から  

○人口推移の予測を 掲載し てほし い。  

○担い手の育成について掲載し てほし い。（ 複数年で経験を ）  

○別途個別に各計画がある ので、 本計画はコ ンパク ト でいいのではないか。  

○新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大についての掲載をし てほし い。  

○高齢化について掲載をし てほし い。  

○地域住民の意見を 、 も う 少し いれてはど う か。  

 

◆第２ 回会議で出た意見から  

○相談窓口の一本化に努めてほし い。  

○重層的支援体制整備事業についての掲載はないのか。（ 今のと こ ろ、 当事業については、 導

入を考えていない）  

○今後のス ケジュ ールについて教えてほし い。（ 5 月に公表予定）  
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３ ． 取り 組みの進捗状況 

第３ 次計画に基づき 進めてき た取り 組みの進捗状況は、 以下のと おり です。  

 

基本目標１  と も に助け合い、 支え合う 地域づく り  

 

基本施策１  地域福祉活動に関する 住民参加の促進 

地域コ ミ ュ ニティ 活性化のため、 平成１ ９ 年度から 「 苓北町地域が輝く 行政区活動補助

金交付条例」 を 制定し 、活力に満ちた地域社会の形成を図る こ と を目的に、区の活動に支援

し ていま す。  

住民がと も に支え合う 仕組みづく り 構築のため、 平成１ ９ 年度に苓北町虐待防止対策協

議会及び苓北安心ネッ ト ワ ーク を 設立し 、 以後毎年代表者会議を 開催し 情報交換に努める

と と も に、 研修会を開催し ていま す。  

住民意識の向上と 主体的参加促進のため、 保育園児・ 障がい者・ 高齢者が一堂に集い、 ス

ポーツを と おし た交流機会を つく る 目的で、「 福祉ス ポーツ 大会」 を 開催し ていま す。      

ま た「 広報れいほく 」 を 活用し て福祉関係団体の活動状況や健康づく り の記事を掲載す

る などの啓発活動を行っ ている ほか、健康づく り 、自殺対策、認知症予防など 各種講演会を

随時開催し ていま す。  

し かし 、令和 2 年 1 月、最初に感染が確認さ れた新型コ ロ ナウ イ ルス の感染拡大によ り 、

イ ベント や事業の廃止で、交流機会が失われ、地域福祉の促進に大き な影響を も たら し た。  

基本施策２  地域福祉を支える 団体と の連携 

社会福祉協議会と の連携強化を図る ため、 社会福祉協議会の事業を 、 広報れいほく で照

会し ていま す。 ま た平成２ ４ 年度から 子育て支援センタ ーの業務を新ふれあい館にて開始

し 、 多く の方々に利用さ れていま す。  

ボラ ン ティ ア団体等への参加者の育成推進のため、 女性の会、 民生委員等に災害時の炊

き 出し 訓練、救急法の講習会等を実施し ま し た。さ ら に、ボラ ンティ アの人材を養成する た

めに町内から 広く 募集し 、 ボラ ンティ ア講習会も 開催し ま し た。 ま た平成２ ８ 年４ 月に発

生し た熊本地震、 令和 2 年 7 月豪雨球磨川水害への被災地支援のボラ ンティ アも 本町から

多く 参加し ま し た。  

そのよ う な中で、 高齢者福祉に必要な老人ク ラ ブの会員の減少、 女性の会の解散等新た

な問題も 生じ ていま す。  
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基本施策３  地域福祉の担い手づく り  

地域福祉を 推進する 人材育成のため、 町内小学校においても 認知症サポータ ー養成講座を

開催し 、 平成３ ０ 年度： ６ ４ 名、 令和元年度： ８ ７ 名、 令和 2 年度： ８ ８ 名、 令和 3 年度：

７ １ 名、 令和 4 年度： ６ ０ 名の参加を得て、 リ ーダーの養成を行いま し た。  

活動への参加を促す仕組みづく り のため、 将来の福祉の担い手に関心を高めても ら いま し

た。  

 

基本目標２  適切に福祉サービス を提供する ための仕組みづく り  

 

基本施策１  福祉サービス の基盤整備 

福祉サービス 充実のため「 苓北町高齢者福祉計画・ 介護保険事業計画」「 障がい者計画・ 障が

い福祉計画」「 苓北町次世代育成支援行動計画」 に基づき 、 各種福祉サービ ス が提供でき る よ

う にし ていま す。  

社会福祉従事者の専門性の向上のため、 関係機関の職員が各種研修会に参加する と と も に、

サービ ス 事業者へも 医療・ 福祉の連携をテーマと し た講演会や介護予防の研修会を開催し ま し

た。  

 

基本施策２  安心し てサービス を利用でき る 仕組みづく り  

総合相談・ 苦情解決支援体制整備のため、 役場福祉保健課、 保健センタ ー、 地域包括支援セ

ンタ ー、 社会福祉協議会で随時各種相談を 受けている ほか、 社会福祉協議会においては、 民生

委員、 人権擁護委員が相談を受ける 心配ごと 相談、 弁護士によ る 法律相談も 実施し ていま す。 

情報体制充実のため、「 広報れいほく 」 において、 児童・ 障がい者関係を含めた福祉関係団体

の記事を随時掲載し ていま す。  

ま た老人ク ラ ブや各区から の要請によ る 出前講座の実施、民生委員や町の訪問看護師によ る

訪問指導等によ り 情報の提供や要望等の把握に努めていま す。  

 

基本目標３  誰も が安心し て生活でき る 町づく り  

 

基本施策１  地域資源の有効活用 

日常的な見守り 活動や助け合い活動推進のため、ひと り 暮ら し の高齢者や高齢者のみの世帯

については民生委員の訪問、 訪問看護師等によ る 支援などを 行っていま す。  
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ま た社会福祉協議会、民生委員や老人ク ラ ブを 中心にサロ ン活動も ３ ０ 箇所において継続的

に実施し ていま す。（ 一部休止中あり ）  

既存施設の有効活用のため、 旧坂瀬川出張所・ 集会所を 改修し 、 特定非営利活動法人ひま わ

り の家の運営によ る 障がい者支援センタ ーと し て平成２ ９ 年１ ０ 月から 活用し ていま す。  

ま た、 新ふれあい館、 坂瀬川公民館、 坂瀬川岡野商店、 富岡よ も やま 茶ろんなごみ、 海辺の

よ り みちを「 地域の縁がわ」 に登録し 、 交流の拠点と し て紹介し ていま す。  

 

基本施策２  要援護者（ 要支援者・ 要配慮者） への支援体制 

要援護者（ 要支援者・ 要配慮者） 把握のため、平成１ ９ 年度に作成し た要援護者（ 要支援者・

要配慮者） 名簿を、 平成２ ３ 年度から 民生委員の協力を得て毎年見直し を行っていま す。 特に

平成２ ８ 年４ 月に発生し た熊本地震、 令和 2 年 7 月豪雨球磨川水害の影響も あり 、 住民の関

心も 高く 新たに登録さ れた方も 多数あり ま し た。  

情報共有のため、 毎年更新し た要援護者（ 要支援者・ 要配慮者） 名簿を、 各行政区（ 自主防

災組織）、 民生委員、 苓北分署、 苓北交番、 社会福祉協議会、 総務課防災担当に配付し 、 情報の

共有化を図り ま し た。  

要援護（ 要支援者・ 要配慮者） 者の支援方策と し て、 登録さ れた要支援者・ 要配慮者の方々

に対し て個別支援計画書を 作成し ま し た。 こ れによ り 、 普段は家のどこ に居る のか、 避難所ま

での経路はど う なのかなど が把握でき 、 緊急時に円滑に対応でき る よ う にし ま し た。  

ま た災害時に一般の避難所では生活が困難な要援護者（ 要支援者・ 要配慮者） を 受け入れて

も ら う ため、 福祉避難所と し て社会福祉法人慈永会、 社会福祉法人慈正会と 「 災害時等におけ

る 要援護者（ 要支援者・ 要配慮者） の緊急受入に関する 協定」 を締結し 、 緊急時の体制を整備

し ま し た。  

  



 

 - 17 -

第３ 章 計画の基本理念と 基本目標 

１ ． 計画の基本理念 

本計画では、 苓北町の現状や課題を踏ま え、 以下の視点から 設定し た計画の基本理念と 基

本目標を継承し 、 地域福祉の推進を図り ま す。  

 

  ◆誰も が等し く  

   「 誰も が等し く 」 と いう 言葉には、 世代を超え、 障がいや病気の有無にかかわら ず、 男女

の差がなく 、 その土地に住んでいる 期間に関係なく 、 本町の住民の一人と し て平等にと いう

意味があり ま す。  

   地域で生活する 上で困難なこ と や不安を 抱えている 人・ 世帯を 、 年齢や性別、 障がいなど

で差別する こ と なく 、「 明日は我が身」 の問題と し て取り 組むこ と が必要です。  

  ◆健康でいき いき と  

地域福祉を推進する だけではなく 、 く ら し の問題に最終的に関わっ てく る のは、 健康でい

き いき と し た生活を 送れる かど う かと いう 視点になり ま す。  

地域福祉においては、 身体的な健康は言う ま でも なく 、 精神的な健康も 考慮し た視点が重

要と なり ま す。  

  ◆住民の主体的な参加 

地域福祉は、 住民一人ひと り が強制的にではなく 、 主体的に参加をする こ と に意義があり

ま す。 身近な生活の場で、 地域住民のヨ コ のつながり や対話・ 交流がま すま す発展し ていく

よ う 、 事業や活動に取り 組むこ と が重要です。  

  ◆地域の課題に応じ た総合的な対応 

仕事や雇用問題、 移動手段、 住宅・ 生活環境、 教育問題など 、 福祉に関わる 総合的な整備

を 抜き にし て、 安心安全で文化的な生活を 送る こ と はでき ま せん。  

そのためには、 地域の特性と 生活実態に応じ た取り 組みを 進め、 必要な施策・ サービ ス を

総合的に講じ る ための基盤整備と 連携強化が必要です。  

 

こ れら の視点から 、 本町では基本理念を以下のよ う に設定し ま し た。  

 

＝ 基 本 理 念 ＝ 

と も に支え合い、 誰も が安心し て暮ら せる ま ち 

住み慣れた地域で、 健康でいき いき と 生活でき る ま ち 
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２ ． 計画の基本目標 

「 と も に支え合い、 誰も が安心し て暮ら せる ま ち」「 住み慣れた地域で、 健康でいき いき

と 生活でき る ま ち」 を 基本理念に、 次の３ つの基本目標を設定し 、 その実現を 目指し ま す。 

 

（ １ ） と も に助け合い、 支え合う 地域づく り  

    住民相互の助け合いの精神が生き る 苓北町の特性を生かし つつ、 更なる 地域コ ミ ュ ニ

ティ づく り を図る と と も に、 人と 人、 団体と 団体など のネッ ト ワ ーク を構築し 、 全ての

人が安心し て、いき いき と 、自立し た生活を送る こ と ができ る よ う に、と も に助け合い、

支え合う 地域づく り を目指し ま す。  

 

（ ２ ） 適切に福祉サービ ス を 提供する ための仕組みづく り  

  地域で生活する 住民の生活課題やニーズが福祉サービス に反映さ れ、 全ての住民がそ

れら のサービ ス を総合的・ 効果的に利用でき る よ う な仕組みづく り を目指し ま す。  

 

（ ３ ） 誰も が安心し て生活でき る ま ちづく り  

  地域の人材や情報、 活動と いったソ フト 面の資源や、 各種施設のハード 面の資源など

地域福祉に関わる 地域資源の有効活用、 育成、 整備を図り 、 誰も が安心し て生活でき る

ま ちづく り を 目指し ま す。  
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第４ 章 計画の施策の展開 

１ ． 施策の体系 

計画の基本理念や基本目標に沿って、 地域を構成する 住民、 行政、 事業者、 各種関係団体

が地域の中での役割を果たし ながら 、 協働、 連携し 、 地域福祉を 通じ て、 明る く 住みよ い町

づく り の構築に次の取り 組みを展開し ていき ま す。（ 表 4 -1 参照）  

 

基本目標１  と も に助け合い、 支え合う 地域づく り  

  基本施策１  地域福祉活動に関する 住民参加の促進 

           （ １ ） 地域コ ミ ュ ニティ の活性化 

           （ ２ ） 住民がと も に支え合う 仕組みづく り の構築 

           （ ３ ） 住民の意識の向上と 主体的参加の促進 

  基本施策２  地域福祉を支える 団体と の連携 

           （ １ ） 社会福祉協議会と の連携強化 

           （ ２ ） ボラ ンティ ア団体等への参加者の育成推進 

  基本施策３  地域福祉の担い手づく り  

           （ １ ） 地域福祉を推進する 人材の育成 

           （ ２ ） 活動への参加を促す仕組み作り  

 

基本目標２  適切に福祉サービス を 提供する ための仕組みづく り  

  基本施策１  福祉サービス の基盤整備 

           （ １ ） 福祉サービス の充実 

           （ ２ ） 社会福祉従事者の専門性の向上 

  基本施策２  安心し てサービス を利用でき る 仕組みづく り  

           （ １ ） 総合相談・ 苦情解決支援体制の整備 

           （ ２ ） 情報体制の充実 

（ ３ ） 権利擁護事業の推進 

         

基本目標３  誰も が安心し て生活でき る ま ちづく り  

  基本施策１  地域資源の有効活用 

           （ １ ） 日常的な見守り 活動や助け合い活動の推進 

           （ ２ ） 既存施設の有効活用 

  基本施策２  要支援者・ 要配慮者への支援体制 

           （ １ ） 要支援者・ 要配慮者の把握 

           （ ２ ） 情報の共有 

           （ ３ ） 要支援者・ 要配慮者の支援方策 
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苓北町 地域福祉計画 施策体系図 
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２ ． 施策の展開 

基本目標１  と も に助け合い、 支え合う 地域づく り                 

基本施策１  地域福祉活動に関する 住民参加の促進 

（ １ ） 地域コ ミ ュ ニティ の活性化 

本町は５ １ の行政区で組織さ れ、 それぞれが区長を リ ーダーと する 自治組織や隣

近所の協力の中で、 福祉、 防災、 環境衛生など で見ら れる よ う に「 お互い様」 の精

神で地域コ ミ ュ ニティ の役割を果たし てき ま し た。  

し かし ながら 、 転入者を 中心に自治会への未加入者や地域活動に参加し ない住民

が近年増加し ており 、 人と 人と のつながり が弱く なっ てき ていま す。 さ ら に、 新型 

      コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大で、 集会ができ ない状況にあり ま す。 早い収束を期待し 、       

行政区ごと に会合やレ ク レ ーショ ン行事等が開催でき 、 住民相互が顔見知り になっ

て、 日頃から 交流の必要があり ま す。 し かし 、 高齢化が進み、 役員の担い手不足が

深刻な問題と なっ ていま す。  

今後さ ら に地域コ ミ ュ ニティ を 生かし て地域福祉を 推進する ために、 行政区で動

く ためには区長の協力が不可欠であり 、 区長を 中心に地域住民一人ひと り の地域活

動への参加促進を図る と と も に、 行政区組織や自治会活動など の地域活動の活性化

を 支援し ま す。  

 

（ ２ ） 住民がと も に支え合う 仕組みづく り の構築 

少子高齢化や核家族化が進む中で、 特に一人暮ら し の高齢者ま たは高齢者のみの

世帯が本町においても 年々増えており 、 そのよ う な高齢者の方々は、 こ れから の生

活に対し て不安を抱えておら れま す。 高齢者福祉の推進役と なる 老人ク ラ ブ等団体

の活動は大切です。 社会参加によ る 仕組みも 、 生き がいづく り につながり ま す。  

ま た近年、 高齢者、 児童、 障がい者への虐待、 配偶者から の暴力、 ひき こ も り 、

孤独死・ 自殺、 子ども をねら っ た犯罪、 雇用不安や病気によ る 生活の困窮など が社

会問題と なり 、 災害時における 高齢者や障がい者への対応の遅れなど も 指摘さ れて

いま す。 こ のよ う な問題は、 近所付き 合い、 地域の見守り や支え合いによ って状態

が深刻化する 前の早期発見など 初期的な対応が期待でき ま す。  

本町では、 平成１ ９ 年度に虐待防止をキーワ ード に児童・ 障がい者・ 高齢者の虐

待、 配偶者から の暴力（ Ｄ Ｖ ） 等の問題を総合的に取り 組むために、 虐待防止対策

協議会及び苓北安心ネッ ト ワ ーク を設立し ていま す。（ 表４ -２ 参照） 今後こ の組織

を 充実発展さ せ、 住民と 行政の協力体制強化、 最新情報の提供・ 共有を 図り 、 住民

がと も に支え合う 仕組みづく り の構築を目指し ま す。  
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苓北安心ネッ ト ワ ーク イ メ ージ図 
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い者施設管理

者 

身体障害者 

福祉協会 
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（ ３ ） 住民の意識の向上と 主体的参加の促進 

多様化・ 複雑化する 福祉ニーズに対し 、 適切なサービス の提供を図る には、 事業

者や地域住民の協力なく し ては実現でき ま せん。 そのためには、 それぞれの立場に

おいてその役割を分担し 、 支え合いながら 地域福祉を推進する と いう 住民意識の向

上と 主体的な参加の促進が望ま れま す。 さ ら には、 地域における 課題を 地域住民自

ら の課題（ 我が事） と し て主体的に捉え、 地域活動を通じ て住民が把握し た課題に

ついて、 包括的（ 丸ごと ） に受け止める こ と ができ る 場や機能が重要と なってき ま

す。  

し かし 、 民生委員・ 児童委員協議会の話し 合いの中では、 地域ぐ る みの支援体制

や支え合いが不足し ている 、 地域のつながり が不足し ている と いう 意見があげら れ

ていま す。  

今後は、 住民の福祉への関心度の高さ を踏ま え、 地域住民の一人ひと り が持って

いる 特技や知識、 経験を活用し ながら 、 福祉活動に対する 意識の高揚を 図り 、 参加

でき る 機会やき っかけづく り を 進め、 地域福祉の担い手の育成を図り ま す。 そのた

めに医療・ 介護・ 福祉と 多く の職種や、 違う 年代、 違う 地域の人と 知り 合う 機会を

つく り ま す。 ま た、 公民館、 保育園、 小中学校や老人ク ラ ブ、 区長会、 社会福祉協

議会等と 連携し 、 も の作り やス ポーツ 等を利用し た世代間交流を進め、 住民同士の

交流機会をさ ら に増やすと と も に、 自助・ 共助の必要性について住民に広く 知って

も ら う ための啓発を行政と 事業所、 ボラ ン ティ ア等が協力し て行いま す。  
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基本施策２  地域福祉を支える 団体と の連携 

（ １ ） 社会福祉協議会と の連携強化 

社会福祉協議会は、 地域福祉の推進を図る こ と を目的と し て社会福祉法に位置付

けら れた団体です。 地域における 住民組織と 公私の社会福祉関係者等によ り 構成さ

れ、 住民主体の理念に基づき 、 地域の福祉課題の解決に取り 組み、 誰も が安心し て

暮ら せる 町づく り の実現と いう 重要な役割を持っていま す。  

し かし 社会福祉協議会について、「 名前は聞いたこ と はある が、活動の内容はよ く

知ら ない」 と いう 意見も よ く 聞かれま す。  

今後は、 社会福祉協議会を地域福祉推進の中核的な組織と 位置付け、 その機能を

十分発揮でき る よ う に支援し ま す。 ま た引き 続き 「 広報れいほく 」 で社会福祉協議

会だよ り のページを使って、 社会福祉協議会やシルバー人材センタ ーの活動内容等

について周知し ていき ま す。  

 

（ ２ ） ボラ ンティ ア団体等への参加者の育成推進 

地域福祉を推進し ていく ためには、 新たな担い手の発掘、 幅広いボラ ンティ ア活

動ができ る 人材やそれを支える 人材の育成が必要です。  

し かし ながら 、 本町にも ボラ ンティ ア団体やＮ Ｐ Ｏ 団体があり ま すが、 加入者は

限ら れており 、 ま たほと んど の人は各種ボラ ン ティ ア活動にも 参加し ていない状況

です。  

平成２ ８ 年４ 月に発生し た熊本地震でのボラ ンティ ア活動参加の報道や報告など

から 、 ボラ ンティ ア活動への参加意識は以前よ り も 高ま っている よ う に感じ ら れま

す。 町内においても 避難訓練や炊き 出し 訓練、 救命・ 救急訓練等の取り 組みが少し

ずつ増えていま す。  

今後、 誰も が身近な所でボラ ンティ ア活動に参加でき る よ う に、 支援ができ る 環

境整備、 講習会の開催など、 関係団体等と の連携を 図り 、 ボラ ンティ ア活動参加者

の活動に向けて取り 組み、 新たなボラ ンティ アグループの設立を目指し ま す。  

なお手伝いたい人と 、 手伝っ てほし い人と の橋渡し をする シス テムを 構築し 、 ゴ

ミ 出し や電球の取り 替えなど 短時間ででき る 簡単な作業への取り 組みも 、 ボラ ンテ

ィ アグループ、 シルバー人材セン タ ー、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人、 女性の会など で、 利用者に低

額の料金を 負担する こ と も 含めて検討し ていく 必要があり ま す。  
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基本施策３  地域福祉の担い手づく り  

（ １ ） 地域福祉を 推進する 人材の育成 

地域福祉を推進し ていく ためには、 地域住民、 事業者、 関係団体、 行政が連携し

て取り 組ま なければなり ま せん。  

そのためには、 事業者や関係団体だけではなく 、 よ り 多く の住民が地域福祉につ

いて関心を持ち、 地域を愛し 、 地域をよ く し ていこ う と 思う こ と が重要で、 こ う し

た気持ちを育み、 地域を支える 人材を増やし ていく こ と が必要です。 地域の中で一

部の人が役割を担う のではなく 、 子ど も から 大人ま で地域住民みんなで地域福祉を

進めていく こ と が重要です。  

地域活動を活発にし ていく には、 地域推進役の人材が必要です。 高齢化によ る 人

材不足が大き な悩みですが、 そのよ う な構造の中で人材を育成し ていかなければな

り ま せん。  

今後は、 時代の流れを見極め、 その時代にあっ た人材の育成に努めていき ま す。 

ま た、 生き がいを求めている 退職を 迎えた団塊の世代が多数いる 中で、 その方々

が地域活動の推進役と し て活動でき る 場を 広げる と と も に、意欲的な人材を発掘し 、

新たなリ ーダーを 養成し ま す。  

 

（ ２ ） 活動への参加を促す仕組みづく り  

地域福祉活動に参加する 人がいつも 同じ 顔ぶれと なってし ま い、 地域福祉活動が

停滞する こ と も 少なく あり ま せん。 こ のよ う な活動には、 いろ いろな地域住民がか

かわる こ と が重要と なり ま す。  

し かし ながら 、 若い世代は子育てや仕事で時間がないため、 ボラ ンティ アや地域

活動に参加し にく い側面も あり ま す。 そのためには、 地域活動を夜間や休日に設定

し たり 、 活動中に子ど も を預かる ボラ ンティ アを育成し たり し て、 若い世代が地域

と 関わる 環境を整え、 地域福祉の担い手づく り につなげる 必要があり ま す。  

ま た、 地域には様々な能力や知識、 経験のある 人や、「 誰かの役に立ちたい」「 地

域に貢献し たい」 と 思っている 人がたく さ んいま す。 そこ で、 気軽に参加でき る よ

う な身近なボラ ンティ ア活動を 紹介する 等、 参加のき っ かけづく り を促進する と と

も に、 ボラ ンティ ア育成講座や、 ボラ ンティ ア研修など で人材育成を図っていく 必

要があり ま す。  

高齢者の地域活動への促進では、 元々外へ出る こ と が嫌いな人や送迎を し ても ら

わないと 参加でき ない人、 ト イ レ など が心配で参加し ない人も いる ため、 繰り 返し
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声かけを する こ と や、 送迎の手配、 身近な手伝いを し てく れる ボラ ンティ アを 配置

する など し て、 活動へ参加し やすいよ う に努めま す。  
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基本目標２  適切に福祉サービス を提供する ための仕組みづく り           

基本施策１  福祉サービ ス の基盤整備 

（ １ ） 福祉サービ ス の充実 

すべての住民が、住み慣れた家庭や地域の中で、安心し ていき いき と 自立し た生

活を継続する こ と を望んでいま す。 そのためには、 医療・ 保健・ 介護・ 福祉など多

職種の関係機関と の連携によ り 、住民ひと り ひと り の状況に応じ た、様々な福祉サ

ービス の提供が必要と なり ま す。  

本町は医療・ 介護・ 福祉と ハード 面での施設整備はかなり 進んでいま すが、 今後

も 高齢者が共同で生活でき る 施設など 、需要に応じ た施設整備を民間事業者の協力

のも と 進めていき ま す。  

 さ ら に本町では、「 苓北町高齢者福祉計画・ 介護保険事業計画」「 苓北町障がい者

計画・ 障がい福祉計画・ 障がい児福祉計画」「 苓北町子ど も ･子育て支援計画」 など

の計画を策定し 、 福祉サービス の充実を図っていま す。  

し かし 、近年の福祉サービ ス は、介護保険制度や障害者関係法律に基づく 制度の

改正など を 背景と し て、 サービス の質・ 量と も に拡大し 、 今後はさ ら に少子高齢化

や地域の福祉の複雑化が進むこ と で、 益々その需要が拡大する と 考えら れま す。  

ま た、本町で実施し ている 各種福祉サービ ス について、サービ ス がある こ と を知

ら なかったと いう 声も たびたび聞く ため、住民にわかり やすく サービス 内容を お知

ら せする と と も に、引き 続き 住民のニーズ調査等を行って、高齢者への送迎や訪問、

配食、柔軟な施設利用、２ ４ 時間対応や小さ な困り ごと を解決する 福祉サービ ス を

充実し ていく こ と が重要になっ てき ま す。  

  今後は、 各計画に基づき 、 関係機関や関係団体、 事業者等と 連携を図り ながら 福

祉サービス の充実に努める と と も に、 各計画の進捗状況の確認・ 評価を実施、 必要

に応じ て見直し を する こ と で、 計画に基づく 適切な事業の実施を図り ま す。  

 

（ ２ ） 社会福祉従事者の専門性の向上 

地域福祉を推進し ていく 中で、 高齢者や障がい者、 ひと り 親家庭等の相談、 訪問

指導等が行われていま すが、社会情勢の変化に伴い年々件数も 増大し 、内容も 複雑、

多岐に亘っ てき ていま す。  

そのため、 サービス の種類、 必要性、 提供体制など も 考慮し て、 当事者・ 周囲の

人の役割、 行政が行う サービス の範囲など 明確にする 必要も 生じ ていま す。  
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  今後は、 関係機関や社会福祉協議会、 サービ ス 事業者など に対し 、 福祉に関する

研修会等を 開催し 、 福祉に携わる 人材の資質及び専門性の向上を図り ま す。  
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基本施策２  安心し てサービス を 利用でき る 仕組みづく り  

（ １ ） 総合相談・ 苦情解決支援体制の整備 

高齢者・ 障がい者・ 生活困窮者・ 子育て等に関する 相談は、年々増加傾向にあり 、

さ ら には虐待や引き こ も り 、心の病、自殺問題など 新たな課題が浮き 彫り と なって

き て、 相談内容も 複雑化・ 多様化し ていま す。 老後のこ と 、 健康のこ と 、 家族のこ

と 、 仕事等と 不安や悩みも 多く 抱えている 様子が見受けら れま す。  

現在、 本町においては、 役場福祉保健課、 社会福祉協議会、 地域包括支援センタ

ー等の公的機関や、 子育て支援センタ ー、 障がい者の相談事業所、 介護施設等の民

間事業所等と 連携を図り ながら 、 相談の解決に努めていま す。 し かし 住民から は、

相談窓口がわから ない、相談内容ごと に相談先が違い気軽に相談に行き にく いと い

う 意見がよ く 聞かれ、 相談機関が十分に活用さ れていない状況です。  

今後は福祉保健課を 中心に、 各関係機関と 検討をし ながら も 、 保健、 医療、 福祉

の各分野は当然ながら 、福祉関連以外の分野（ 商工・ 農林・ 土木・ 防災・ 社会教育・

環境等） と の連携を図り 、 ネッ ト ワ ーク を構築し ながら 、 地域住民が様々な相談を

気軽に相談でき る 体制、何でも 相談でき る よ う な相談窓口の一本化、いつでも 相談

でき る よ う なオープンな窓口を 整備し 、 相談体制の充実に努めま す。  

ま た、よ り 身近な相談相手と し ての民生委員を知ら ない町民の方も おら れる ので、

広報等で民生委員の活動を 紹介する と と も に、社会福祉協議会の心配ごと 相談事業

の周知を図り 、 よ り 有効に活用でき る よ う 啓発し ていき ま す。  

 

（ ２ ） 情報体制の充実 

介護保険制度や障がい者支援制度など、 福祉サービ ス が「 措置」 から「 契約」 に

よ る 利用方法へ移行し ま し た。 利用者が多様で良質なサービ ス を 主体的に選択し 、

円滑に利用でき る ためには、利用者である 住民に対し て、制度やサービス に関する

必要な情報をわかり やすく 提供する こ と が必要と なっていま す。  

ま た、現在行っている 他の福祉サービ ス についても 、福祉サービス を 必要と し て

いる 人に、 その情報が身近に提供さ れる 仕組みづく り が求めら れていま す。  

福祉サービス を安心し て利用する ためは、ど のよ う な支援がある かと か、サービ

ス の内容や利用料はど う なっている か等の情報がわかり やすいこ と が大切です。  

今後は、利用者が安心し てサービ ス を 利用でき る よ う にする ために、サービ ス 自

体の周知はも と よ り 、サービス 内容等について広報誌やパン フレ ッ ト 、町のホーム

ページ等にわかり やすく 掲載する など 、 情報を発信し ていき ま す。  
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し かし 情報を 発信する 側が一律に発信し ても 、実際にサービス を受ける 高齢者や

障がい者が必要な情報になっている かどう かわから ないこ と も あり ま す。  

こ のため老人ク ラ ブや障がい者団体と の懇談会等を通じ て、ど のよ う なサービス

を 必要と し ている のか、 ど のよ う な情報が欲し いのかを把握する 必要があり ま す。 

ま た、社会福祉協議会やボラ ンティ ア団体、福祉関連事業所や病院等関係団体と

の連携によ り 、 介護保険や認知症、 介護支援方法等の講習会を開催する ほか、 老人

ク ラ ブや各区から の要望によ る 出前講座の実施、訪問看護師等によ る 訪問指導、民

生委員の訪問活動、サロ ンへの事業所から の指導者派遣など情報提供活動を推進す

る こ と によ り 、 情報提供の充実を図り ます。  

 

（ ３ ） 権利擁護事業の推進 

【 課題と 方向性】  

○地域に暮ら す一人ひと り の町民の尊厳を 守る ために、 虐待防止体制の強化を 図り 、

関係機関と も 密接に連携し て早期発見対応に取り 組む必要があり ま す。  

○成年後見制度や日常生活自立支援事業の認知度を 高め、 利用を促すと と も に、 後見

活動や日常生活支援を 担う 後見人や支援員の担い手を 増やし ていく 必要があり ま

す。  

○今後の高齢化の進行によ って増える こ と が予想さ れる 認知症については、権利擁護

の推進だけでなく 、 町民が認知症によ る 正し い知識を 増やし 、 保健医療機関と 連携

し 、 早期診断・ 早期対応や予防に努める 必要があり ま す。  

○成年後見制度は後見人の担い手の不足が指摘さ れており 、専門職後見人を 補う 市民

後見人の役割が期待さ れていま す。  

【 具体的施策】  

① 中核機関を 立ち上げ、 権利擁護に関する 知識や理解の普及啓発を行ないま す。  

② 成年後見制度の利用促進を行いま す。 本町では成年後見人報酬助成、 成年後見町

長申立を 行っ ていま す。今後は相談窓口の周知と 制度が必要な町民の利用支援を行

いま す。  

③ 将来の市民後見人育成に向けた後見制度の周知を 行っていき ま す。  

④ 現在、 社会福祉協議会では法人後見の資格取得を 目指し ていま す。  
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基本目標３  誰も が安心し て生活でき る ま ちづく り                 

基本施策１  地域資源の有効活用 

（ １ ） 日常的な見守り 活動や助け合い活動の推進 

一人暮ら し の高齢者や高齢者のみの世帯、障がい者など は本町においても 年々増

加し 、地域内での日常的な見守り が大切になっていま す。町では苓北安心ネッ ト ワ

ーク を設置し 、参画し ている 構成団体や地域住民同士の見守り 活動の推進や民生委

員、 訪問看護師、 シルバーヘルパー等の訪問活動によ る 支援を 行っていま す。  

  今後は、 区長、 民生委員、 地域住民と 行政と の連携を 密にし 、 予防や深刻化防止

を 含めた早期の対応を図る と と も に、地域でも 住民の協力体制の下でネッ ト ワ ーク

を 強化し 、さ り げない見守り 活動を実施する などし て、住み慣れた家で安心し て暮

ら せる よ う にし ていき ま す。  

ま た本町では町内全域に光ファ イ バーが整備さ れ、光イ ンタ ーネッ ト サービ ス を

利用する こ と ができ ま す。高齢者も イ ンタ ーネッ ト やス マート フ ォ ン・ 携帯電話を

利用する 人が増えており 、 今後はこ のよ う な IT 技術を 活用し た、 新たな見守り の

方法も 検討し ていく 必要があり ま す。  

  さ ら に、社会福祉協議会が民生委員やシルバーヘルパーの協力によ り 実施し てい

る サロ ン活動は、 高齢者のおし ゃべり の場の確保、 楽し みづく り はも と よ り 、 軽い

運動によ る 生活機能低下の予防など を 目的に実施し ていま す。新型コ ロ ナウ イ ルス

感染拡大でサロ ン活動も 停滞し ていま すが、 収束と と も に再開し ていき ま す。  

今後は送迎や、サロ ン同士の交流会実施、サロ ン指導者の派遣や少人数での実施

など によ り 新たな会場を増やすこ と によ り 、参加者増を 図って高齢者が生き がいを

も って生活でき る よ う に努めま す。  

 

（ ２ ） 既存施設の有効活用 

住民が主体的に地域活動を 行う ため、話し 合いや情報交換ができ る 拠点や、交流

の場の確保が必要です。さ ら に課題を 抱えた者だけでなく 、誰も がいつでも 気軽に

立ち寄る こ と ができ る 居場所や、地域住民や専門職の話し 合いを通じ て新たな活動

が生ま れる こ と が期待でき る 地域の拠点整備も 必要です。  

そのためには、 自主的な地域福祉推進に向けて、 地域の力を育て、 大き く する た

め、 各公民館や保健センタ ー、 老人福祉センタ ー、 コ ミ ュ ニティ センタ ー、 志岐集

会所など 既存の公的施設や、地域の福祉施設など民間の地域資源を 有効に活用でき

る よ う に検討を進めま す。  
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ま た熊本県で、 誰も が集い、 支え合う 拠点づく り と し て進めている「 地域の縁が

わ」 に町内でも ５ 箇所が登録さ れていま すので、 町民に広く 紹介し 、 利用促進を図

る と と も に、 新たな場所の発掘に努めま す。  

ま ずは、地域の人にと って一番身近なも のである 地区の公民館、集会所を一時的

に開放し ていただく よ う 働き かけ、地域の人が気軽に集ま っ て、お茶を飲んだり 話

ができ る よ う にし ていく こ と を 目指し ます。  
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基本施策２  要支援者・ 要配慮者への支援体制 

（ １ ） 避難行動要支援者・ 要配慮者の把握 

災害時に迅速な救援活動を 行う ためには、避難行動要支援者・ 要配慮者の把握が

必要です。 こ のため、 平成１ ９ 年度に民生委員の協力を得て、 災害時要援護者（ 当

時） の登録名簿を 作成し ま し た。 さ ら に、 平成２ ３ 年度から は名簿の見直し と 新規

登録者の把握を毎年行っていま す。  

ま た、現在支援・ 配慮の必要がある と 思われる 方や状況の変化によ り 一人暮ら し

になら れた方など で、 名簿に登録さ れていない方については、 要支援者・ 要配慮者

登録制度について広報等で周知し 、自ら 要支援者・ 要配慮者名簿への登録を希望す

る 者の把握に努め、 随時登録し ていき ます。  

情報の更新については、行政のみでは情報を 詳細に把握する こ と は困難なこ と か

ら 、 地元区長に協力をいただき ながら 、 民生委員によ り 年２ 回実施し ている 、 高齢

者世帯友愛訪問調査等を活用し 、 毎年の見直し をお願いする ほか、 要支援者・ 要配

慮者本人、代理人及び関係者が町福祉保健課へ届け出る こ と と し ま す。今後も 最新

の情報を取得し た場合は、 更新に努めていき ま す。  

 

（ ２ ） 情報の共有 

要支援者・ 要配慮者については、 平常時の見守り や災害時の避難支援、 救援活動

には関係機関と 情報を共有する こ と が必要です。災害時要支援者・ 要配慮者登録申

請書には、 登録内容を 近隣協力員・ 担当民生児童委員・ 社会福祉協議会・ 行政区等

災害支援機関及び・ 災害対策本部・ 消防署・ 消防団等防災関係機関並びに警察署に

情報提供する こ と の同意を得ていま す。 そのため、 登録者名簿については、 区長、

民生委員、 消防関係者、 警察、 社会福祉協議会に情報を 提供し ていま す。  

ただし 、 共有する 災害時要支援者・ 要配慮者の情報は、 その多く が社会的弱者の

個人情報である こ と から 、苓北町個人情報保護条例の趣旨を 十分に理解し 、個人情

報の保護に努めま す。  

 

（ ３ ） 要支援者・ 要配慮者の支援方策 

本町では、「 苓北町振興計画第１ ３ 期基本計画」 及び「 地域防災計画」 に基づき 、

平素から 住民の防災意識を 高め、災害予防に努める と と も に、災害時に迅速かつ的

確に対処でき る よ う に住民を含めた町内の防災体制の整備や、天草島内での広域的

な防災体制の確立に努めていま す。  
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し かし ながら 熊本地震をはじ めと し て、近年発生し た地震や風水害等の災害にお

いて、 多く の高齢者が被災さ れる など 、 災害時要支援者・ 要配慮者の避難支援対策

の推進は重要な課題と なっ ていま す。  

今後、区長・ 民生児童委員を中心と し た地域での見守り 活動の強化を お願いする

と と も に、個別支援計画書を作成し 、円滑な避難行動ができ る よ う に努めていき ま

す。  

ま た、災害が発生し 避難所での生活を余儀なく さ れた場合、一般の避難所では生

活が困難な被災者を一時的に受け入れていただく ため、福祉避難所の開設を町内２

法人と 協定を締結し ていま す。  

ま た、「 自分たちの地域は自分たちで守ろう 」 と いう 連帯感に基づき 、 地域住民

で組織する 自主防災組織について、組織の活動支援や、未結成の自治会の組織化を

推進し 、 自主防災会組織の拡充を図り ます。  
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第５ 章 計画の推進に向けて 

１ ． 計画の推進 

（ １ ） 計画推進体制 

地域福祉計画は、「 第７ 次苓北町基本構想（ 令和２ 年度～令和１ １ 年度）」 を含む既

存計画（ 高齢者福祉計画、 介護保険事業計画、 障がい者計画、 子ども ・ 子育て支援計

画等） と 密接に関係し ていま す。  

そのため、 庁内の関係各担当が所管する 事業の点検・ 評価を 通じ て、 本計画の推進

に努めま す。計画の推進にあたっては、関係各担当が連携を図る こ と が重要であり 、

庁内の推進体制づく り を進めま す。  

ま た、 住民・ 関係団体・ 事業者・ 行政が連携し 、 それぞれが一体と なった地域福祉

推進のための体制整備に努めま す。  

 

（ ２ ） 計画の公表・ 周知 

 本町ホームページや広報紙等によ り 、地域福祉計画策定のお知ら せを 掲載し 、情報

公開を行いま す。  

 

 

２ ． 計画の進捗状況・ 評価 

庁内の進行管理体制を 確立し 、 定期的な点検を行い、 必要に応じ て住民の意向を 把握

し 、 施策の検討や調整を行いま す。  

ま た、社会福祉協議会をはじ めと する 関係団体と 緊密な連携を 取り ながら 、計画の進行

管理を 行いま す。（ 表 5 ｰ1 参照）  

策定から 計画期間が完了する 前に、 本計画に対し ての評価を 関係団体と 共に実施する

こ と によ り 、新規に追加する 事項や改善点等を追求し 、よ り よ い地域福祉の推進と 本計画

以降の策定に役立てていき ま す。  
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参考資料 

 

苓北町地域福祉計画策定委員会設置要綱 

（ 設置）  

第１ 条  社会福祉法第１ ０ ７ 条に規定する 市町村地域福祉計画（ 以下、「 計画」 と いう 。） の策

定にあたり 、地方自治法第２ 条第４ 項の基本構想に即し 地域福祉の推進について、広く

住民の意見を 聴取する ため、 苓北町地域福祉計画策定委員会（ 以下「 委員会」 と いう 。

設置する 。                                   

（ 所掌事務）  

第２ 条  委員会の所掌事務は次のと おり と する 。  

（ １ ）  計画の策定に関する こ と 。  

（ ２ ）  前号に掲げる も ののほか、 計画の策定に必要な事項に関する こ と  

（ 組織）  

第３ 条  委員会は、 委員１ １ 名以内をも っ て組織する 。  

２  委員は次に掲げる も ののう ちから 町長が委嘱する 。                        

（ １ ）  医療保健等関係者 

（ ２ ）  福祉関係者 

（ ３ ）  社会福祉団体関係者 

（ ４ ）  地域住民の代表者 

（ 任期）  

第４ 条  委員の任期は、 委嘱の日から 令和５ 年３ 月３ １ 日ま でと する 。 ただし 、 欠員が生じ た

場合の補充委員の任期は前任者の残任期間と する 。  

（ 委員長及び副委員長）  

第５ 条  委員会に委員長及び副委員長各１ 名を置く 。  

２  委員長及び副委員長は委員の互選によ って定める 。  

３  委員長は会務を 総理し 委員会を 代表する 。  

４  副委員長は委員長を補佐し 委員長に事故ある と き 、 ま たは委員長が欠けたと き はその職

務を代理する 。  

（ 会議）  

第６ 条  委員会の会議は委員長が招集し 委員長がその議長と なる 。 ただし 、 最初の委員会は、

町長が招集する 。  

（ 関係者の意見）  

第７ 条  委員長は必要がある と 認めたと き は、 委員以外のも のに会議への出席を 求めて意見

を述べさ せ、 も し く は説明をさ せ、 ま たは必要な資料の提出を 求める こ と ができ る 。  

（ 庶務）  

第８ 条  委員会の庶務は、 福祉保健課において処理する 。  

（ 委任）  

第９ 条  こ の要綱に定める も ののほか必要な事項は委員長が別に定める 。  

 

附 則 

（ 施行期日）  

こ の要綱は令和５ 年２ 月１ ４ 日から 施行する 。  

（ 失効）  

こ の要綱は、 第４ 次苓北町地域福祉計画が策定さ れた時にその効力を 失う 。  
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苓北町地域福祉計画策定委員会委員名簿 

 

 

区            分 

 

 

氏    名 

 

所 属 ・  役 職 

 

 

医療保健等関係者 

 

 

 

医師代表 

 

永野 忠相 

 

医師会苓北部会長 

 

介護支援専門員代表 

 

稲尾 須磨子 

 

町介護支援専門員会会長 

 

 

 

福祉関係者 

 

 

 

民生委員代表 

 

時尾 継光 

 

民生委員協議会長 

 

社会福祉協議会 

 

宮﨑 裕昭 

 

社協事務局長 

 

保育所連絡協議会 

 

山下 正道 

 

会長 

 

 

社会福祉団体関係者 

 

身体障害者福祉協会 

 

蓑上 政喜 

 

会長 

 

老人会代表 

 

富田 勝征 

 

町老人ク ラ ブ連合会長 

 

 

 

 

地域住民の代表者 

 

坂瀬川地区 

 

田尻 幹雄 

 

地区区長会長 

 

志岐地区 

 

吉田 勝志 

 

   〃 

 

富岡地区 

 

野﨑  博 

 

   〃 

 

都呂々地区 

 

岡田 晴喜 

 

   〃 
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用 語 解 説                        

 

○ボラ ンティ ア  

自発的な意志に基づいて人や社会に貢献する 人又は活動。 自発性、 無償制、 社会性、 創造性な

ど を原則と する 。  

 

○Ｎ Ｐ Ｏ ， Ｎ Ｐ Ｏ 法人 

住民が主体と なって社会的な活動を 行っている 、 民間の非営利組織のこ と 。 非営利と は、 団体

の構成員に収益を分配せず、 主たる 事業活動に充てる こ と を意味し 、 収益を 上げる こ と を制限

する も のではない。 狭義では、 平成１ ０ 年１ ２ 月施行の特定非営利活動促進法によ り 法人格を

取得し た NPO 法人のこ と をいい、 広義では、 公益的な活動を行う 非営利団体すべてを指す。 

 

○地域コ ミ ュ ニティ  

直訳する と 地域社会、 地域共同体と なる 。 同じ 地域で生活する 住民が、 日常生活のふれあいや

共同の活動、共通の経験を と おし て生み出さ れる お互いの連帯感や共同意識と 信頼関係を築き

ながら 、自分たちが住んでいる 地域をみんなの力で自主的に住みよ く し ていく 地域社会を指す。 

 

○自主防災会 

「 自分たちの地域は自分たちで守ろ う 」 と いう 連帯感に基づき 、 自発的に行政区単位で結成す

る 組織のこ と 。 町内では、 西川内・ 和田・ 浦・ 松原・ 中・ 小路・ 川向・ 木場・ 鶴・ 中尾・ 志岐

山・ 平山・ 城下・ 釜・ 中通・ 天神木・ 馬場・ 浜之町・ 明神山・ 紺屋町・ 白木尾・ 内田・ 年柄・

下向・ 的場・ 尾越・ 春の迫・ 一丁目・ 二丁目・ 三丁目・ 四丁目・ 五丁目・ 出来町・ 都呂々一区・

浜・ 古里・ 上・ 本郷・ 木場地区の３ ９ 組織（ ４ ３ 行政区） で結成さ れている 。  

 

○バリ アフ リ ー 

ど のよ う な障がいを 持つ人も 安心し て暮ら せる バリ ア（ 障壁） のない状態のこ と 。 住環境など

物理的なバリ ア（ 障壁） だけではなく 、 免許取得を制限する 欠格条項など 社会制度上のバリ ア

（ 障壁） や偏見など 人々の意識に潜むバリ ア（ 障壁） を 含めて意味する 。  

 

○ユニバーサルデザイ ン  

空間作り や商品のデザイ ン など に関し 、 高齢者や障がい者など 、 誰も が利用し やすいデザイ ン

を初めから 取り 入れておこ う と する 考え方。  

 

○多職種合同カン ファ レ ンス  

 町内の医療･介護･福祉･保健施設等の多職種の人々が一同に集ま り 、 特定のテーマについて検

討会議を行う こ と を 通じ て、 意見交換等を 行う こ と 。  

 

○中核機関 

  権利擁護支援を必要と する 区民の方を 迅速に適切な支援に繋げる ために、各関係機関やチー

ムで構成さ れた「 権利擁護支援のネッ ト ワ ーク 」 の中心と なっ て全体のコ ーディ ネート を担う

機関。 様々なケース に対応でき る 法律・ 福祉等の専門知識や、 地域の専門職や幅広い関係者と

の信頼関係を 維持発展さ せ、 円滑に協力を得る ノ ウ ハウ など を段階的に蓄積し ながら 、 地域に

おける 連携・ 対応強化を継続的に推進し ていく 役割を 担いま す。  

 


